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はニ ジマ スや ブラウ ン トラ ウ トの魚 影が濃い ことで知 られ ているが、いず れ も外来

種で、在来種のヤマ メや ア メマス(エ ゾイワナ)な どを補重す るため、河川生 態系

に影響 を与 える と言 われている。

そ う言 えば白老の ウ ヨロ川に友 人 と釣 りに行 った時の こ と。すでに下流域 に先客

が入渓 していたため 、上流 か ら釣 り下 ろうとい うことにな り、地図 を頼 りに上流部

に着 くと釣 り人 に出会 った。魚籠 を見せ て も らうとニ ジマ スが ごっそ り。彼 曰 く

「ここの ニジマ スは俺が放流 したんだ。釣 って もいい よ」。お言 葉(?)に 甘 え、ニ

ジマ スを釣 らせ て もらったが、砂 防 ダムの上 はニ ジマス 、 ダム下にア メマス、 さら

にその下 にヤマ メが見 られた。上 流域 はアメマス、下流域 にヤマ メ、中流域 は混在

とい うのが一般的 だが 、上流部 にニ ジマス とは … 。 また以前 、千歳川 支流の某川の 自然観

察会 に参加 した時 の こと。この川 は市 街 に近いの に護岸や砂防 ダム もな く、あ ちこちか ら湧 き

水 が浸み 出 し、林 の中 を蛇行 しなが ら流れ る自然豊か な川 だが 、同 じ所 で オシ ョロコマ 、アメ

マ ス、ヤマ メに混 じ り、ニジマス、 ブラウンの生息 も確認 された。

道 内に生息す るニ ジマスは、養魚場か ら逃げ 出 した り、釣 り大会 で放 流 され た りした ものが

定着 した と考え られているが、90年 代 には道内各地で 自然繁殖 してい る河川が見つかっている。

一方 、ブ ラウンは個 人 レベルで密放流 され た と言 われているが 、 これ も自然繁殖 して いる よう

だ。ニジマスやブラウンは成長が早 く大型化 し、釣った時のファイ トぶ りか ら釣 り人

に人気の魚であるが、野性鮭研究所長の小宮山英重氏によると、知床で もニジマスは

多 くの川に生息域 を拡大 してお り、ブラウンも確認 されているという。多 くの研究者

が外来種 による河川生態系の錯乱状態を指摘 しているが、河川の状況をよく把握 して

いるのは釣 り人ではないだろうか。釣具店にお願い して釣 り人か らアンケー トするこ

とで外来種の分布状況をつかめるのではないかと思う。なんせ熊が出そうな山奥にま

で釣 り人が入っている昨今のブームなのだから。

ところで、釣 りに行 くと道路脇に釣 り具のパッケージや弁当の空 き箱、空き缶など

が捨て られている。川には仕掛けが木立に引っ掛か り放置されている。渓流釣 り愛好

家の一人 としてこれらの状態を見 ると悲 しくなる。密放流はしない。新子(当 歳魚)

はリリースする。切れた仕掛けを放置 しない。ゴミは持ち帰るという最低のモラルは

守って欲 しいものだ。(新 理事 ・北広島市在住)
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侵幸 告

会 員 の 皆 様 へ

会 長 佐 藤 謙

5月27日 の総会 において会長再任 とな りましたので 、ここに、改めての ご挨拶 と、会員 の皆

様へのお願 い を書 かせていただ きます。 これ まで2年 問の活動 において会長 として反省 が多々

あ りますので、当方、その責任 をい っそ う重 く感 じてお ります。 これか らの2年 間、与 え られ

た責任 を何 とか果た してい きたい と思い ます ので、会員の皆様 には、協会活動へ のご協 力 をど

うぞ宜 しくお願い 申 し上げ ます。

今 回の理事 会 メンバーは、新 しく迎 えた7名 、継続 される13名 か らな りますが 、今 回で勇退

された理事 の方々 を含んで、 まず は、本当に ご苦労 さま、 と言 わせていただ きます 。今 回 は、

新 しい理事の方が多 く加わ りま したので、今 まで とは違 った見方 ・考 え方が多 々反映 されてい

くもの と期待 してお ります。

理事会は、会員の皆様の総意 に基づいて、種 々の活動 を続 けてお ります。 しか し、理事会は、

活動内容の詳細 を議論 す るだけで はな く、多岐にわたる 自然破壊問題 に対 して、実 際の実行部

隊 になってい るのが現状です。そ こに、会員 の力 と智恵 を どのよ うな形で活か して結 集 させて

い くか、今 す ぐに解決 してい くべ き課題であ ると思 ってお ります 。言い換 えます と、理事会の

活動で はな く協会全体の活動 として、会員の皆様 には多 くの力添 えをいただ きたい と願 ってお

ります。

この2年 間 、会員の方 、あ るいは非会員や他団体 か らの意見や要望 に対 して、それぞれ個別

的ですが 、で きるだけ真摯 に応 え ようとして きま した。 しか し、それを容易にす る 「恒常的 な

場」 をつ くるこ とや 、会員 の皆様 に対 して理事会での議論 を分 か りやす く伝え る方法 を考 えた

い と思 ってお ります 。これ らの有 る無 しにかかわ らず、皆様 には、常 に、忌憧 の ない ご意見 な

ど 「多数の声」 を協会 まで気楽 にお寄せ いた だきたい と願ってお ります。

目下 、緑資源幹線林道(大 規模林道)、 天然林の伐採 、サ ンルや平取 な どの ダム 問題 、 公有

林 をイ車用 した世 界ラ リー大会 の実施 、 自然再生事業の本質、山岳 自然公園のあ り方、北見バ イ

パ ス、風力発電 、サハ リン油 田な どの問題 、身近 な自然の守 りかたな ど、私た ちが取 り組 むべ

き問題は、余 りに も多 岐にわたってお ります。 これ らの重いテーマだけで はな く、私 たちが 自

然 とどの ように付 き合 ってい くのかな ど、テーマ にこだわ らず、皆様 のお考 えを気楽 にお聞か

せいただければ幸 いです。

最後にな りますが、協会 活動 は、会 員の皆様の会費があ って こそ積極 的に運営で きます 。た

だ し、現状 は、会 員が減少傾 向 にあ ります ので、皆様 には、ぜ ひ会員拡大 に も絶大 なご支援 を

いた だきたい と願 ってお ります。 も しも協会活動 に直接 には参加で きず会費 だけで も自然保護i

活動 に参加 されたい とい う会 員の方 も大歓迎 したい と思 ってお ります。

以上、皆様の ご健康 とご多幸 を祈念 し、種 々のご協力 をお願い しつつ、私の挨拶 とします 。
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2006年 度 通 常 総 会 の概 要

日 時2006年5月27日(土 曜 日)

午後1時30分 ～3時30分

会 場 北海道大学学術交流会館 大会議室

(札幌市北区北8条 西6丁 目)

総会員数は909名(過 半数は456名)の 内会場出

席者は48名 、委任状は431通 であり、合わせて479

名となり、定款上の定足数に達 してお り総会は成

立 した。

佐藤会長の挨拶(3Pに 詳 しく掲載のため割愛)

第一号議案2005年 度事業報告、収支決算報告、

監査報告

(1)2005年 度の事業報告について佐藤会長から議

案書に基づ き説明があった。

(2)2005年 度収支決算について畠山副会長から会

員数減少による収入の減少があ り、単年度で約

800,000円 の赤字であるために、次年度繰越金

は3,059,307P]と 、 昨年 よ り約

800,000円 程度減少 してい ると

議案書に基づ き説明があった。

(3)2005年 度監査報告について大

西監事から会計、事業ともに適

正に処理 されていることが報告

された。

◆第一号議案の承認について議長

より提案があ り、会場から拍手

多数をもって異議なく承認され

た。

第三号議案 理事選任の信任投票について

根岸選挙管理委員長より、定数20名 に20名 の

立候補があ り、信任投票となった経過が説明さ

れた後、開票結果が発表され理事候補20名 が全

員信任された事が報告された。

第四号議案 監事選任について

監事選任について、佐藤会長より大西、山本両

会員に継続 してお願いしたい旨が提案された。

◆議長から理事の信任投票 と監事選出について承

認の提案があり、会場から拍手多数をもって承

認された。

議長 より、ここで休憩をとり、その間、第1回
の理事会を開き役員の選出をするよう提案がされ

た。

佐藤会長より、新理事による理事会において互

選 された新役員の報告がされた。

◇議i案1:2005年 度収支決 算

決 算報告(2005年4月1日 から2006年3月31日 まで)
_船 全 三十 (円)

第二号議案2006年 度事業計画お

よび収支予算

(1)2006年 度の事業計画について

佐藤会長から議案書に基づ き提

案があった。

(2)2006年 度収支予算について畠

山副会長から2006年 度予算の支

出項 目の管理 費3,133,000円 に

対 して、事業費(調 査費含む)

を3,367,000円 とし、 社団法 人

本来の業務である事業費を拡充

し、管理費縮小 に努力する事が

議案書に基づき提案があった。

◆第二号議案の承認について議長

より提案があ り、会場から拍手

多数をもって異議な く承認 され

た。

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 05年 度決算額 勘 定 科 目 05年 度決算 額

(基本財 産運用収 入) (0) (管理 費) (3,281,278)

基本財産利息収入 0 賃 金 1,200,000

(会費収 入) (4,815,000) 諸謝金 20,000

個人会費収入 2,940,000 福利厚生費 0

団体会費収入 1,875,000 会議費 4,020

← 一般事業収入) (41,050) 旅費交通費 343,500
一般事業収入 41,050 通信運搬費 343,428

(助成金収入) (0) 消耗品費 128,340

民間助成金収入 0 燃料費 50,622

(寄付金収 入) (274,355) 印刷製本費 12,180

寄付金収入 274,355 光熱水量費 119,841

(雑収入) (351,220) 賃借料 928,248

受取利息 20 諸会費 88,000

雑収入 351,200 図書資料費 2,000

(前期繰越収支差額) (3,837,618) 支払手数料 5,425

租税公課 0

雑 費 35,674

(一般事業費) (2,693,307)
広報事業費 1,996,400

普及事業費 696,907

(調査研究等事業費) (285,351)

調査研究等事業費 285,351

(予備費) (0)

予備費 0

支 出 合 計(B) 6,259,936

収 入 合 計(A) 9,319,243 次 期 繰 越 収 支 差 額

(A)一(B)
3,059,307
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会 長 佐 藤 副 会 長 畠III、佐 々木

常 務理 事 福 地 、奥 谷 、伊 達 、江 部 、在 田

第五号議案 その他

会 員:日 高山脈等の国立公園化要望に関するこ

れまでの経緯 と今後の展開はどうなるのか。関係

自治体の考え方を把握 しているかどうかも含めて、

ご説明をお願いします。

佐藤会長:日 高縦貫道の中止、大規模林道への反

対 も含めて、自然公園法の2つ の目的(保 護と利

用)と いう矛盾が依然 として存在する以一L、国 ヴ

公園化しても問題は残 ります。夕張富良野芦別道

立 自然公園でも事情は同様です。日本百名山、花

の百名山で荒れている集中的な山は野放 し状態の

ままです。夕張岳 も状況は同じです。国立公園化

することで、保護策をより拡充させることを目指

しているのです。俵理事が述べておられるように、

国際自然保護i連合(IUCN)の 考え方、つまり世

界に通用する国立公園に合致するように、保護iの

拡充をめざしています。そのため、国有林、環境

省と道庁には継続的に要望を行っ

ています。今後の対応は、具体的

に決めてお りません。会員の皆さ

んと広 く協議して決めたいと思い

ます。

自治体によっては国立公園化に

熱心なところもあ ります。講演会

などを開催 して啓蒙しております。

よい国立公園にして十分に保護 し

たいので、皆さんのご協力をお願

い します。

俵理事:た だいまの会長の説明 を

補足 します。日高山脈の高い原始

性に鑑み、保護運動が継続 してい

ます。横断道路は中止されました。

夕張岳が日高山脈と一一緒にされる

理由は、日高とともに火山性では

なく山岳であ り、スキー場計画へ

の反対を通 じて天然記念物に指定

されたことがあります。両地 とも

ほとんどが国有地(ご くわずかに

道有林)で あることもあって、国

立公園化 して保護することが望 ま

しいと考えます。国有林の経営方

針 も、木材生産から公益的機能重

視に転換 したのですから、国立公

園化には大 きな意味があるのです。

IUCNも 観光主体ではなく、 自然

保護を目指 した国立公園を推奨 し

ています。

地元 自治体 もこれまでは観光開発主体の要望で

したが、今後は、自然保護iを主体として自然性を

遺産として後世に残す方向に転換する可能性を持っ

ています。日高山脈と夕張岳の国立公園化におけ

る重要なポイントは、地元自治体の理解が得られ

るかどうかだと考えられます。

会 員:サ ンルダムをめ ぐる現況を報告 します。

サンル川を保護するための冊子を3月23日 に発行

しました。天塩川流域委員会で取 り上げられ、同

委員会は開発局に精査を依頼 しました。5月30日

に第14回 目の流域委員会が開かれる見通しなので、

その場で何 らかの説明があると思います。

佐藤会長:i玉1⊥交通大臣に5月30日 にサ ンルダム

に関する要望書を提出する予定です。問題認識の

輪の広がりが重要だと考えてお り、地元の皆さん

の活動 を引き続 き支援する所存です。

会 員:日 高山脈の国立公園化に関しては、南部

分において、かつての道立公園だったものが解除

されて大規模林道が建設 されています。この部分

◇ 議案2=2006年 度収支予算

予算計画(2006年4月1日 から2007年3月31日 まで)
一 船 会 計

(円)

収 入 の 部 支 出 の 部
勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(基本財 産運用収入) (0) (管理 費) (3,133,000)

基本財産利息 0 賃 金 1,200,000

(会費収 入) (5,700,000) 諸謝金 50,000

個人会費 3,500,000 福利厚生費 0

団体会費 2,200,000 会議費 30,000

(一 般 事 業 収 入) (200,000) 旅費交通費 450,000
…般 事業 200,000 通信運搬費 200,000

(寄付 金収 入) (300,000) 消耗品費 100,000

寄付金 300,000 印刷製本費 20,000

(雑収 入) (300,000) 燃料費 60,000

受取利息 500 光熱水量費 130,000

雑収入 299,500 賃借料 765,000

諸会費 58,000

図書資料費 10,000

支払手数料 5,000

租税公課 30,000

雑 費 25,000

← 一般事業費) (2,867,000)
広報事業費 2,000,000

普及事業費 867,000

(調査研 究等事業費) (500,000)
調査研究等事業費 500,000

(予備費) (3,059,307)
予備費 3,059,307

当 期 収 入 合 計 6,500,000

前期繰越収支差額 3,059,307 当 期 支 出 合 計 9,559,307
収 入 合 計(A) 9,559,307
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も含めて国立公園化を働 きかけてほしいと思いま

す。

それから2006年 度の調査研究計画に関して、国

有林 も道有林も公益的機能重視 という建前がある

にもかかわらず、これを無視 して木材生産のため

のなりふり構わない天然林伐採が行われています。

道有林の伐採実態に重点をおいて、森林生態系保

全の立場 から調査研究を行ってほしいと思います。

5月22日 に当協会主催の上 ノ国における国有林

伐採現場視察に加わり、違法伐採の実態を知 りま

した。森林管理局への申し入れを期待しています。

佐藤会長:国 定公園指定、日高縦貫道、さらには

大規模林道といずれも1980年 代の計画であ り、現

在の状況にはそ ぐわないものです。この時点で、

道有林は道立公園から政策的に除外 されました。

ご指摘はまった く同様に考えています。林野庁は

1兆 円の債務を帳消 しにするために、全国的に伐

採 してお り、で きる限 りの活動を行いたいと思っ

ています。

会 員:上 ノ国の伐採は違法性が強いので、材を

山積みにしている現状の段階で、即座に具体的な

対応をするべ きだと思います。道内に広がる国有

林、道有林の造林地の手入れをせずに放置 してお

きながら、天然林を伐採するのはまことに遺憾で

す。天然林を伐採せずに、造林地の手入れに専念

すべきだと考えます。樽前山麓周辺の2004年 の風

害跡地でも、従来型の造林地に終始 しています。

きちんと申し入れ してほしいと思います。

佐藤会長:ご 質問の件に関 しては、本 日午前中に

開催された昨年度最後の理事会でも検討 しました。

上ノ国の国有林伐採問題に関しては、森林管理局

に対 して申し入れを行います。この問題に対 して

さらにどのように対処すればよいか、また風害跡

地は放置すべき、といっても従来型でやられる実

態を変えがたい点など、会員の皆 さんのご協力が

必要ですので、よろしくお願いします。

会 員:こ れまでの協議内容は、当日にいきな り

詳 しい部分をうかがってもわからない部分がある

ので、協会の活動や問題点をホームページに逐次

掲示 してほ しいと思います。

会 員:前 のかたと同様に、具体的な活動内容を

わか りやす くしてほしいと感じています。同時に、

会員数増加の手立てを考えていただきたいことと、
…般会員が協力で きる内容を増やしてほ しいと思

います。

佐藤会長:ご 要望に沿えるように、引き続き、普

及活動やホームページの改良等を行い、会員数増

加に取 り組む所存です。

◆5号 議案の意見交換が拍手を持って了承され、

総会全ての議案が終了 した。

コ ラム

よ く あ る 保 全 ・再 生 用 語 の 誤 用 例 と そ の 対 応 策

そ の3自 然 と 人 間 の 共 生 石 川 幸 男

自然 と 人間 との共 生が 重要 、そ れは21世 紀 の課題 云 々 とに ぎや かだ。 しか し、生 態学 で の共生 とは 、 ア

リとア ブ ラム シや 、マ メ科植 物 と根 粒細 菌 の関 係の ように 、生物 の種 問 で 、同 レベ ルの対 等 な存在 ど う し

に用 い られ る。片 …方 だ けが利 益 を得 て他 方 には害 も利 益 もな い場 合 は片 利 共生 、 と もに利 益 を得 る場 合

は双 利共 生 とい う。 ま た、一 方が 利益 を得 て他方 が害 を受 け る場 合 は 、寄 生 とい う。上 の ような言 葉 遣 い

は 、煎 じ詰 め れ ば、言葉 を当て はめ る カテ ゴ リーを 間違 え、 さらに利 害 の内容 を誤 認 してい る。

まず 、入間 は 自然 に対 して対 等 な存 在 では ない 。相 対 的に は文 明人が 自然 生 態系 の 中か ら遊離 して い る

部分 は大 きい だろ うが 、独 立 して い る存在 で はあ りえず 、そ の一部 で あ るこ とは論 を待 た ない 。

また、現 在 の 人問 は 自然 の一 部分 と して害 をな してい るか ら、共生 どこ ろか寄 生 で ある。寄生 の場合 も、

本 来 は寄 主(寄 生 す る側)と 宿 主(寄 生 され る側)は 対等 な種 ど う しなの で 、カ テ ゴリー は厳 密 に は … 致

しない 。 しか し、 自然 全体 の恵 み にぶ ら下 が り、廃 棄物 を垂 れ流 してい る姿 は 、寄 生 そ の もので ある 。

そ んな体 た ら くの一 部分 が全 体で あ る 自然 に向か っ て 「(これ まで ひ どか っ たけ ど、 これ か らは)共 生

す るか らね」 と言 うな ど、お こが ま しい。 自然 に表現 意 思 と手段 があ る の な ら、「な に自分勝 手 な こと言 っ

てん だか」 とあ きれ られ るので は ない か。 自然 との共生 とい う言 葉 には 、こ う した点 に対す る無 理 解 さ、

無 神経 さがつ き まと う。 自然 に寄 生 してい るわ た くした ちが強 烈す ぎて 自然 を滅 ぼ さない ように(そ して

自分 も道 つ れ にな らな い ように)、 ラ イフ ス タ イル を大 幅 に変更 せ ねば な らな い と認 識 す べ き だ。 あ えて

言 うの な らば、"自 然 に対す る寄 生 を穏 や か に"だ ろ う。
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侵幸 告

「放流」で川に魚は甦 らない一北海道の淡水生態系 と魚類

北大大学院水産科学研究院教授 帰 山 雅 秀

北海道に生息する在来の淡水魚は55種 を数えるが、そのうち保護を必要とする絶滅危惧種 などが21種

留意種が7種 に及び実に過半数以上の種が何らかの保護を必要としている。一一一方、北海道の淡水域へ侵

入している外来種は35種(1:iこ1内産12種 、国外産23種)を 数える。その中にはIUCNが 生物の多様性と人間

活動に深刻な影響を及ぼし生物学的進入として危険視 している侵略的外来種ワースト100種の魚類6種 の

うち4種(ブ ラウントラウト、ニジマス、コイ、オオクチバス)が 含 まれる。 このように北海道の淡水

魚は危機的な状況におかれていると言っても過言ではない。

北海道の河川生態系は、ショー トカット、河床掘 り下げや三面プロソク化などによる河川工事 とダム

など数多 くの河川工作物により、!970年 代終わりまでに魚類の生息環境 としては きわめて劣悪な状態 と

なった。その一例を、十勝川にみることがで きる。十勝平野を流れる十・勝川本流 とその支流札内川には

ヌップクマップ川やメン川など数多 くの小河川が存在 し、これらはサケ科魚類の繁殖場お よび幼稚魚の

生育場 として重要な水域であった。 しかし、本流の直線化と河床掘 りドげが滞水層の低下を招 き、 これ

ら小河川では水量が著 しく減少 し、渇水期には断川 し、魚類の生息場としての環境を失っていった。メ

ン川は1960年 代までシロザケの天然産卵場 として有名であったが、現在では見るかげ もない。また、わ

が国の河川では、魚種数が海とつながる本流では比較的多いのに、支流では河床掘 り下げによる本流 と

の段差のために極端に少なくなっている。したがって、日本の河川に生息する魚類は、生息場や産卵場

所が損なわれ、さらに河川工作物や本流と支流の段差により隔絶され、不連続にパ ッチ状 にしか分布で

きず、ボ トルネック効果により遺伝的多様性 を著 しく低下させている。

河川に生息する魚類が少ないのは、魚が住める環境がそこに無いからに他ならず、そのような河川で

はい くら放流 して も魚が増えるはずがない。確かに、北海道のシロザケは人工卿化放流により著 しく増

加 した。 しか し、この卿化場産シロザケは河川生活をほとんど知らない。艀化場か ら放流 された幼稚魚

はほとんど1週 間以内に降海 して しまうし、数年後に産卵回帰する親魚は河口域のウライで捕獲 され、

トラックで陸路を艀化場へ母川回帰する。北海道では、このような河川省略型卿化放流事業で生産され

ているシロザケは最近著 しく増加 したが、反対に河川生活を長期間余儀なくされるサクラマスは%以 下

に減少 した。

本来、河川は陸域生態系 と海域生態系をつなぐコリドーとしての役割を果たす。サケ属魚類 などの遡

河性魚類はこの河川を通して海洋から陸上へ物質輸送を果たし、河畔林生態系の生物多様性 を高める。

北海道の河川にも、そのような系は1970年 代はじめ頃まで存在 した。しか し、先にあげた河川工事や河

川省略型のシロザケ人工艀化放流事業は野生サケ類を著 しく減少させ、河川生態系 における物質循環の

系を切断させてしまった。

知床半島は2005年7月 に世界 自然遺産に登:録された。その登:録理由の一一つに 「海洋生態系 と陸域生態

系の相互作用が顕著なこと」があげられ、知床半島には遡河性魚類による物質循環が行われている河川

生態系が存在することになっている。しかし、世界遺産地域内の43河 川には100以上の河川工作物が設置

されている。果た して、これらの河川工作物は世界自然遺産として必要なのであろうか?少 なくともこ

の地域の河川だけでも、世界に誇れる自然の遺産として本来あるべ き姿に戻 したいものである。
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rコ ク ド」 で考え る 神原 昭子
(ゴ ル フ場 問 題全 国 連 絡 会)

去 年 の3月 、 旧 「コ ク ド」 の堤 義 明会 長 が 逮捕 され た 。 堤 氏 は西 武 グル ー プ の カ リス マ 的 存 在 で
、 西

武 鉄 道 や プ リ ンス ホ テ ル の経 営 、軽 井 沢 な どの 別荘 地 や 住 宅 の 建 設 を軸 に 、 ゴ ル フ場 や ス キ ー場 、 リゾー

ト ・マ ン シ ョ ンな どを幅 広 く手 が け る 、 日本 の観 光 産 業 の 雄 と さ れ た 人 で あ る 。

堤 氏 の 逮 捕 で 危 機 に陥 っ た西 武 グ ル ー プ は 、経 営 再 建 の た め 、 国 内外 の169施 設 の う ち85施 設 を 売 却 候

補 に 選 定 し、 今 年 の6月15日 に は 、道 内 に あ る24施 設 の う ち11施 設 を本 年 度 中 に 売 却 す る 方 針 を 決 め た

とい う。

と くに、 国 際 的 な ブ ラ ン ドに成 長 した 「ニ セ コ」 か らの 全 面 撤 退 に は 、正 直 、 私 も び っ く り した 。 ニ

セ コ町 には 、 東Lkプ リン ス ホ テ ル の ほ か 、 ゴ ル フ場 が2ヵ 所 、 ス キ ー場 が1ヵ 所 あ る 。 隣 の倶 知 安 町 は 、

オ ー ス トラ リ アか らの 観 光 客 で に ぎわ うが 、 ニ セ コ町 の プ リ ン ス グ ル ー プ は 、 設 備 の 更 新 に 多 額 の 投 資

が必 要 。 しか し、 コ ク ドは新 規 の 投 資 は したが 、既 存 施 設 の 更 新 に は見 向 き も しな か っ た 。

そ れ に 道 内 の ス キ ー場 は、 富 良 野 を除 い て6施 設 が全 滅 で あ る。 しか し、考 え て み て ほ しい 。 ゴ ル フ

場 や ス キ ー 場 、 リゾ ー ト ・マ ン シ ョ ンな どの リゾ ー ト施 設 に 異 議 を唱 え て きた 者 に と っ て は 、 よ い 機 会

の到 来 で は ない か 。 これ 以 上 、 ゲ レ ンデ ・ス キ ー場 な どは も うい ら な い。 山 ス キ ー や ク ロ ス カ ン トリ ー

ス キ ー な ど を も う一 度 見 直 す べ きだ と思 う。

自然 環境 を守 り育 て なが ら、 他 か らの もの で は代 替 で きな い 地 域 独 自の ス ポ ー ッ や 文 化 、 観 光 資 源 な

どを 地 道 に 掘 り起 こす 知 恵 と努 力 が 、今 こそ 求 め られ て い る の で は な いか 。(札 幌 市 在 住)

水辺の楽校はこのままでいいのか 大表 章二
(会 員)

後志管内を流れる尻別川とその支流である目名川の合流点付近に、北海道開発局によって

整備 された水辺の楽校があ ります。これは 「身近にある川を子供たちの遊び場 とし、

自然体験を楽 しめる場として活用するプロジェク トです」(北 海道開発局による)

私は、数年前から自然観察のためにこの付近を頻繁に訪れています。河畔林や草

原、そして水辺があって様々な生物が見られるか らです。

ところで、この場所に来るたびに、気になることがあります。それは、水辺の

楽校が荒れ放題だということです。水がほとんど流れてお らず、藻類が繁茂 して

いるところや干上がって しまった ところなどがみ られるのです。 また利用者がほ

とんどいな くて、たまに釣 り人や犬の散歩に来る人を見かける程度です。 さらに

子 どもたちが水辺に親 しめるようなつ くりになっていないことも疑問で した。

北 麺
各地の

このような現状のままではよくないと思い、開発局小樽開発建設部蘭越河川事業所に出向いてい くつ

か質問を行いました。

どうして水が流れていないのかを聞いたところ、土砂が入って目詰まりを起 こした り、河床が低下 し

て水が入らなくなったそうです。取水口を上流に移 して改善をはかったが、また入 らな くなった との こ

とで した。

どの程度利用者があるかについても聞きました。答えは、クリーン作戦の場 となっている。児童や生

徒が水生生物や水質調査をしている。フットパスとしても利用されている。 しか し名駒小学校の子 ども

たちに日々利用 してもらおうと思っていたが、廃校になって しまい、これはできな くなった、というも

ので した。

なぜ子どもたちが親 しめるようなつくりになっていないのかを聞いた答えは、「子どもや老人が水辺に

いけるように緩傾斜通路にしている」でした。

開発局の回答は、自らの言 う 「子 どもたちの遊びの場」「自然体験 を楽 しめる場」からは程遠いものが

あると思います。こういう態度を変えさせていくためには、私一人の力ではどうにもな りません。やは

り地域の住艮母綿の箭まりがなければ無理でしょう。でもやはり、誰かが声 を出 し続 けてい くことが必

要で しょうし国そψ役日を自分が担わなければならないと思っています。(蘭 越町在住)
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屡道

道 北 か らの報 告 一一 寺島 一男
(大 雪 と石 狩 の 自然 を守 る会 代 表)

大 雪 山 の お花 畑 が輝 く季 節 に な っ た 。雪 解 け を待 ち か ね る よ う に咲 い た キ バ ナ シ ャ ク ナ ゲ が ・息 つ く

と、 そ れがr∫花 擾 乱 の始 ま りで あ る 。 今 年 は そ の競 演 の ス テ ー ジが 、 い つ に な く制 約 され て い る 。 春 先

の低 温 が 影響 して 、残 雪 が多 い か らだ 。 しか し、 そ れ も時 間の 問 題 。 ほ どな く躍 動 す る花 々 が 天 トの 楽

園 を埋 め尽 くす 。

この輝 く大 雪 山 の お花 畑 に 、 い ま静 か に危 機 が 忍 び寄 って い る。 外 来 種 セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ の

侵 入 で あ る 。 ユ996年 に道 内 で初 め て 野 生化 が硲 認 され た。 以 来 、急 速 に分 布域 を広 げ て い る 。 現 在 、 東

京 大学保 全 生態 学 研 究 室 を 中心 に 、環 境 庁 ・北 海 道 庁 ・市民 が 協力 し合 っ て 、 道:内の モ ニ タ リ ン グ と排

除 活 動 を進 め て い る が 、H撃 情 報 は 年 毎 に急 カ ー ブ を描 いて 一L昇して い る 。

大雪 山 国 立公 園 の モ ニ タ リ ン グは 、 昨 年 春 か ら開始 した。 幸い な こ と にい まの と こ ろ侵 入 は 確 認 さ れ

て い な い 。 だ が 、 そ の侵 入 前線 は最 短5キ ロ メー トル まで 迫 って い る 。f断 を許 さな い 。

セ イ ヨウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ は 、繁 殖 能力 が 高 い 一方 で花 の 受 粉 には ほ とん ど関 係 しな い 。 この ま ま野

生 化 が進 行 す れ ば 、餌 と巣穴 で競 合 す る 在 来 の ハ ナ バ チ類 は駆 逐 され 、 パ ー トナ ー シ ップ を結 ん で き た

お 花 た ちは 、生 存 の 危機 に さ ら され る 。 お花 の 中 に は絶 滅 危 惧 種 も含 まれ る 。

昨 年 の 暮 れ 、 この ハ チ の大 雪 山侵 入 を食 い止 め よ う と、 大雪 山マ ルハ ナ バ チ モ ニ タ リ ン グ研 究 会 が 結

成 され た。 定 期 的 な活 動 の ほ か 、今 春 広 く市民 に呼 び か け て 、 東 川 町 と旭 川 市 で 排 除 活 動 と学 習

会 を実 施 した 。 しか し、 まだ まだ 大雪 山 に迫 る危 機 を知 る 人 は 少 な い 。 研 究 会 で

ニユース

は 、 ・人 で も多 くの 市民 の参 加 と情 報 提 供 を待 って い る。 (ノ〔旦、JII了tiイ'1三イ孟三)

「根 室地方 で鳥の鉛中毒 相次 くコ 森田 正治
(道 東 野 生 動 物 保 護 セ ンタ ー長)

5月 に私 の 所 に搬 入 され た 野 生 動 物 の 中 で 、 オ ジ ロ ワ シ1羽 とオ オ ハ ク チ ョ ウ2

羽 が 相 次 い で 鉛 中毒 、 同 じ町 で3羽 もの発 生 は 異常 と しか 思 え ない 。

[オジロワシ]5/2!由 菜取 りに行った酪農家が、牧草地帯の笹薮でこの鳥を発 見し、簡 単に収容。

当初、脚が着けず骨折を疑うが、著 しく痩せて緑色便を認めたため鉛中毒 も疑った。治療 をして環境省

へ転院、鉛散弾1個 を認め軽度の鉛中毒で もあ り、近 く野生復帰とのこと。

[オオハクチ ョウ]5/26成 鳥2羽 が相次いで搬入、著 しく痩せ、どちらも起立不能、緑色下痢便 に

て 「急性鉛中毒」 として治療するも死亡、後日、X線 検査にて確認。今 まで釣 りの錘 によるものは2件

手がけたが、鉛散弾は初めてのこと。鳥は歯がなく砂嚢で機械的消化をする為、小石 を呑む習性 を持 っ

ているが、水鳥は湖底で鉛散弾を誤飲することがある。保護された所は野付湾から20キ ロほどの内陸部

で、通報 した農家いわく 「ハクチョウは初めて来た し、狩猟は

ない」、どこで呑んだ?

昨秋、野付半島&野 付湾が ラムサール条約湿地に登録 された

が、鳥達の多い付け根 と先端部が除外 され、鉛散弾の使用自粛

二春輩総 髄 》瀦 笛巌矢二蒸菜聡 ∵ 藩
保護区とラムサール登録湿地の拡大をお願いすると共に、それ

までは鉛散弾の自粛をお願いしたいものだ。(中 標津町在住)
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あ ・ら ・か 。る ・と

寄 贈 図 書 紹 介(寄 贈順)

■ 「KARAHARIチ ーターがいる砂漠」

原島和子 さんより 写真と文:佐 野高太郎(か もがわ出版発行)

■ 「生物 多様性保全 と環境政策」先進 国の政策 と事例 に学 ぶ

北大出版会 より 畠山武道・柿澤宏昭編著(北 大出版会発行)

■ 「世界 自然遺産 知床 とイエロース トー ン」

朝 日新聞北海道支社 より(知 床財団発行)

■ 「北の草花 散歩 」(第 一集&第 二集)

塩田惇 さんより 旭川帰化植物会:塩 田惇編集

■ 油汚染 国際 ワー クショップin札 幌 記録集(2005年6月16日 ～19日)

奥谷浩… さんより(油 汚染国際ワークショップ実行委員会ほか発行)

第13回夏休み自然観察記録コンクールのご案内

北海道自然保護協会では、北海道新聞社 ・北海道新聞野生生物基金との共催により、北海道教

育委員会の後援 を得て、「第13回夏休み自然観察記録コンクール」を計画いた しました。応募方

法は下記のとお りです。

マ
格

定

一
資

規

テ集

募

募

募

応

応

応 募 先

間

催

援

期募応

主

後

身 の 回 りの 自然 を よ く見 て 、作 文 や絵 に詳 し くか い て み よ う。

道 内 在 住 の 小 学 生

作 文 用 紙 は 自 由 な規 格 。低 学 年 は絵 日記 ふ うな ま とめ 方 で も良 い。 絵 は画 材 、

用 紙 、 大 き さ 自 由

応 募 票(題 、氏 名 、学 校 名 、学 年)を 添 付 。

⑰060-0003札 幌 市 中央 区北3条 西11丁 目 加 森 ビル

㈹ 北 海 道 自然 保 護i協会TEL/FaxO11-251一 一一5465

2006年8月7日(月)～9月16日(土)郵 送 、 また は 持 参(土 日祭 除 く)

㈹ 北 海 道 自然 保 護i協会 、北 海道 新 聞社 、(財)北海 道 新 聞 野 生 生 物 基 金

北 海 道 教 育 委 員 会

2005年12月 ～2006年4月 まで

【A会 員 】 八 谷 和 彦 、橋 本 泰子 、佐藤 笑 美子 、

山[信 一 、樋[み な子 、渡 部 治 、

浦 崎 美 代 子 、 去 石 信 一、矢 部 和 夫 、

笠 康 三 郎 、 久 保 田瑞 真

子

子

秀

硫

和
雅

へ、

野

島

山

迷こ

久

原

帰

、つ花肋あ

6,000円

16,000円

1,000円

会費納入のお願い
会費納入については日頃ご協力をいただいて

お りますが、未納の方は至急納入下さいます よ

うお願いいたします。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員と同一世帯の会員)

学生会員2,000円

団体会員1[15,000円

〈納入口座〉

郵便振替口座02710-7-4055

北洋銀行大通支店(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

〈口 座 名〉

社団法人 北海道 自然保護i協会
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活 動 日 誌

2006年3月
1日2006自 然保 護学校(第1講)
8日 第1回 選挙 管理委員 会

天塩川 流域 委員会 に関わる開示資料
請 求
2006自 然保 護学校(第2講)

11口

15日

18日

20日

22日

24口

27日

29日

31日

第6回 公開市民会 議 「北 見道路の な
ぞ を追 う」(於:北 見市民会館)
2006自 然 保護学校(第3講)
2005年 度 「第3回 理事会」
理事改 選公示文書等会員宛発送
2006自 然 保護学校(第4講)
第7回 平取 ダム環境 調査検討委員会
傍聴(札 幌)
第13回 天塩 川流域 委員会傍聴
(士 別)

2006自 然保 護学校(第5講)
北 海道環境 審議会 出席
道希 少植物 指定候補種選定委員会 出
席

2006年4月

日

日

5

8

10日

20日

25日

28日

会誌44号&会 報129号 発送
「二風 谷 ダム ・サ クラマス資料

2000年 」開示請求
「サハ リン2パ ブ リック ・ミーテ ィ
ング」出席
「サ ンル ダムは本当に必要 か」

サ ンル ダム フォー ラム札幌集会 開催
(か でる2・7)

2005年 度 「第8回 拡大常務理事会」
大規模 林道問題 第3回 道庁交渉 、
記者 会見
第2回 選挙管理委員会 理事選 関連
文書&総 会案内等 発送

2006年5月

13日

21日 ～23日

22日

27日

30日

「日高山脈 ・夕張山地の国立公 園化
に向けて」講師派遣(日 高町)
北海道 自然保護連合代表者会議 出席

上 ノ国奥湯 ノ岱森林伐採現場
合同調査
第3回 選挙管理委員会 開票作業
2006年 度 「通常総会」開催
第14回 天塩川流域委員会傍聴(士 別)
サ ンルダム問題:署 名提 出、陳情要
請行動(道 代表団上京)

2006年6月

2日

8日

16日

19日

23日 ～25日

29日

上 ノ国奥湯 ノ岱森林伐採 問題 記者
会見
2006年 度 「第1回 拡大常務理事会」
2006「 夏休み 自然観察記録 コンクー一
ル」打 ち合 わせ会議(道 新野生 生物
基金事務局 と)
上 ノ国奥湯 ノ岱国有林伐採 に関わる
情報 開示請求
「北海道の川のあ り方を考 える集い」

参加(旭 川)
上 ノ国奥湯 ノ岱森林伐採現場

調査
上 ノ国奥湯 ノ岱国有林伐採 に関わる
情報 開示追加請求 、及び道有林管理
局交渉

要 望 書 な と

■3月20日 道開発局旭川開発建設部宛

「流域委員への資料の説明 ・ならびに要望

書等の申 し入れについて」
*サ ンルダム建設計画に反対する12団体連

名
■3月22日 「天塩川流域委員会 清水康行

委員長および委員の皆さまへ」
*サ ンルダム建設計画に反対する9団 体連

名
■4月6日 北海道知事宛

「オホーツク海沿岸における海鳥大量死に

関する原因究明と対策についての要望書」

■4月17日 北海道森林管理局長&檜 山森林

管理署長宛
「(奥湯ノ岱における伐採地の)合 同調査

の再々要請について」

■4月25日 北海道知事宛
「知事として事業の必要性 も効果 も具体的

に説明することができないのに、多額の道

費負担をしている 「緑資源幹線林道」事業
から撤退することを求める申 し入れ書なら
びに質問書(第3回 目)」

*大 規模林道問題北海道 ネッ トワーク5団

体連名
■4月27日 天塩川流域委員会委員宛

「流域委員会の窓口および運営に関する申
し入れ書」
*サ ンルダム建設計画に反対する11団 体

■4月30日
ラリージャパン2006大会組織委員長&十 勝

毎 日新聞社社長&ラ リージャパン支援歓迎

実行委員会会長宛
「ラリージャパン(WRC)の 環境問題 に

関わる説明会開催の要請」
*4団 体連名

■5月30日 国土交通大臣宛

「天塩川流域委員会が住民参加で開かれた

運営がなされるよう要望 します」
*サ ンルダム建設計画に反対する12団 体連

名

■6月2日 北海道森林管理局長&檜 山森林

管理署長宛
「檜山森林管理署管内奥湯ノ岱 における森

林伐採に関する、改めての要望書」

■6月19日 北海道森林管理局長&胆 振東部

森林管理署長宛

「支笏湖 ・丸山地区の台風被害復旧地の森

林管理に関する要望書」
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*お 知 らせコーナー*

自然観察指導員講習会のご案内

自然観察からはじまる自然保護を合言葉に身近なフィール ドの中で、自然 との付 き合い方など
を考える観察会を開ける指導員を養成いた します。是非この機会にご参加いただき地域において

ボランティアリーダーとして活躍 して ください。

皆様のお知 り合いで関心のある方にも是非受講をお進め下さいますようお願いたします。

期
主
会
講
費

日
催
場
師
用

定員 ・参加資格

申し込み期間

問 合 せ・申込 み

2006年10月27日(金)～29日(日)2泊3日 雨 天 決 行

(社)北海 道 自然 保 護 協 会 、(財旧 本 自然 保 護i協会 、北 海 道 自然 観 察 協 議 会

恵庭 市青 少 年研 修 セ ン ター(恵 庭 市 駒 場 町3丁 目3一 一16)現 地 集 合 ・解 散

小 野 木 三 郎NACS-J参 与 他6名

21,000円 か ら30,000円(会 員 の 有 無 で 金 額 が 違 い ます)

内訳:宿 泊 費 、 食事 代6食 、 受 講 料 、登 録 料 、保 険 料 を含 む

60名(道 内50名 、 道外10名)

満18歳 以 上 で 講 習全 日程 の 受 講 、 実 習 出来 る方

道 内 の 方2006年9月25日 必 着 北 海 道 自然 保 護i協会 ・講 習 会 係

道外 の 方2006年9月8日 ～9月22日 日本 自然 保 護 協 会

*詳 しい 開催 案 内 、 申 込 み 用 紙 が あ ります の で下 記 ま で ご連 絡 を下 さい 。

北 海 道 自然 保 護i協会 ・講 習 会 係 電 話 ・FAXOI1-251-5465

Eメ ー ルnchokkai@jade.dti.ne.jp

7月 中 旬 に は 当協 会HPに 詳 しい開 催 案 内 お よび 申込 み 用 紙 な ど を掲 載 い た し

ます 。

日本 自然保 護協 会 ・第389回 講 習会 係

電 話03-3553-4105FAXO3-3553-0139

Eメ ー ル2006@nacsj.or.jp

2006年 自然保護講演会のお知らせ

「日本の天然林をなぜ守らなければならないか」
一そのルーツを探り価値を評価する一

主 催:大 規模林道問題北海道 ネットワーク

河野先生は、世界的な植物学者であると同時に

自然保護に関しても国際的に活動を続けてお り、

日本各地の天然林伐採問題や緑資源幹線林道(大

規模林道)問 題などに取 り組んでおられます。 こ

れらは、私たちが北海道で取 り組んでいる、森林

を取 り巻く問題であ りますので、この講演会 は、

北海道の自然保護i活動にとって示唆に富んだもの

になると確信してお ります。

この講演では、日本列島の森林について、「構

成種からみた多様性、その起源、現状、最新の研

究成果から判った事実(ブ ナを一例 として)、 生

態学的 ・植物地理学的な価値の評価」など自然の

特徴と価値、そ して 「天然林伐採の現状 とその酷

さ、無定見 ・無節操な日本の林野行政、林野庁解

体の理由とその緊急性、行政改革の意義」 を含む

現状の問題、さらには 「明日の日本の世代へ、大

切 な森 とそ こ に住 む 、す べ て の森 の 住 人 達 を い か

に残 し、守 るか 一 そ の意 義 を共 有 した い」 との 先

生 の 切 な る想 い を 、お 聞 きで きる か と思 い ます 。

皆 様 に は 、 こ の講 演 の機 会 に 、 フ ィー ル ドシ ー

ズ ン真 っ最 中 の土 曜 日で あ ります が 、是 非 ご 参 集

い た だ け ます よ う、心 か ら願 っ て い る次 第 で す 。

講 師:河 野 昭 一氏 京 都 大 学 名誉 教 授

国 際 自然 保 護 連 合(IUCN)・ 生 態 系 管 理

委 員会 東 ア ジ ア 地 区 副 委 員 長

日 時:2006年7月22日(土)18:00～20:30

会 場:「 か で る2・7」4F(大 会 議 室)

札 幌 市 中 央 区 北2条 西7丁 目

電 話Ol1-204-5100

定 員:200人

参 加 費:無 料

問 合 せ:㈹ 北 海 道 自然 保 護i協会

電 話 ・faxOl1-251-5465

Eメ ー ルinfo@nc-hokkaido.or.jp

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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